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スポーツ競技時の剣道選手の視覚機能を評価する最適な方法を明らかに

～ 競技種目にあわせた視機能評価法と視覚トレーニング法の確立へ ～

概要

順天堂大学大学院医学研究科眼科学の村上晶 教授、工藤大介 助教とスポーツ健康科学研究科

の中村充 教授らの共同研究グループは、日本で用いられているスポーツ時の視機能を測定する方

法の有用性について検証しました。スポーツ時の視機能評価は、今まで8項目の検査により行われ

てきましたが、検査そのものの信頼性については検討されていませんでした。本研究では、剣道

選手に8項目の視機能測定とその統計的解析を行った結果、従来の8項目検査は有用であるものの、

剣道という競技においては8項目すべてが必要ではなく、3項目の少ない検査で競技時の視機能を

評価できることがわかりました。本成果は、従来行われてきたスポーツ時の視機能評価法の妥当

性について検討した論文としては世界初であり、競技種目にあわせた科学的根拠に基づく視覚ト

レーニング法の開発につながる可能性があります。本論文はScientific Reports誌のオンライン

版に公開されました。

本研究成果のポイント

 スポーツ時の視機能検査8項目で剣道選手群と運動習慣のない被験者群を比較した。

 8項目の標準検査はスポーツ時の視機能測定法としては有用であるが、剣道では3項

目で評価可能なことを明らかにした。

 競技種目に最適な検査項目の設定と、競技種目別の科学的な視覚トレーニング法の

確立につながる成果である。

背景

スポーツにおける視機能の重要性は以前から指摘され、競技能力の高い選手は低い選手に比べ、

視機能が有意に優れていたという報告は多くあります。スポーツ時における視覚の研究はアメリカ

で始まり、特殊な視機能検査と、その測定成績を高めるためのトレーニング法の開発や実践、評価

が中心に行われてきました。日本においては、アメリカにおける検査をもとにした8項目を標準検

査として用いることにより、現在までに多くの研究が行われてきました。しかし、この8項目が本

当にスポーツ時の視機能を評価する検査として適切なのか、また、8項目の全てを実施する必要が

あるのかといった、検査自体の妥当性について検討した研究はありませんでした。そこで今回研究

グループは、この標準検査項目の妥当性について評価するために、剣道の選手の視機能を測定した

データを統計学的手法で解析、検討しました。
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内容

日本においてスポーツ時の標準視機能評価法*1は長らく8項目の検査によって行われてきました。

8項目とは、SVA（静止視力）、KVA（縦方向動体視力）、DVA（横方向動体視力）、CS（コントラ

スト感度）、OMS（眼球運動）、DP（深視力）、VRT（瞬間視）、E/H（眼と手の協調性）です。本

研究では、この検査について、（１）スポーツ時の視機能を反映する検査として適切か、（２）8

項目の検査全てが必要か、（３）8項目全てが必要でない場合はどの検査が必要でどの検査が不要

か。また、最適なモデルはどの組み合わせか、の３つの点について明らかにする計画を立てまし

た。

方法は、（１）を評価するため、運動の習慣のある被験者とない被験者を同数程度、計100名以

上を集め、8項目検査を測定しました。その際、競技の特徴によって誤差が生じることを避けるた

め、運動習慣群の競技種目は剣道に限定しました。そして得られた測定データを統計学的手法を

用いて解析し（２）、（３）について検討しました。

その結果、運動習慣群と非運動習慣群では、SVA（静止視力）、KVA（縦方向動体視力）、E/H

（眼と手の協調性）の３つの検査項目において運動習慣群が非運動習慣群に比べて有意に良い結

果を示しました。次に、8項目の全てを使用したモデルと、統計手法によって選択された項目のみ

を使用したモデルを比較したところ、運動習慣群の視機能を評価する最適なモデルは①SVA（静止

視力）、②VRT（瞬間視）、③E/H（眼と手の協調性）の3項目を使用したモデルであり、8項目検

査すべてを行う必要はなく、この3項目だけで運動習慣群の視機能が評価できることが明らかとな

りました。また、これらの視機能は、剣道に必要な視機能〔①相手を観察する（SVA：静止視力）、

②一瞬の隙を突く（VRT：瞬間視）、③手で竹刀を振るう（E/H：眼と手の協調性）〕と一致して

おり、競技特性を反映していると考えられました（図）。以上の結果は現在までに用いられてき

た8項目の標準視機能評価法そのものの科学的評価となり、今後これらの検査を使用する際の指針

となる可能性があります。

今後の展開

今回は剣道選手を対象とし、剣道に必要な視機能を評価する最適な方法を明らかにしましたが、

他の競技においても同様の手法で識別モデルを構築することが可能なため、競技毎に重視すべき

視機能が明らかになることが想定されます。また、それにより、さまざまな競技種目に適した科

学的根拠に基づく視覚トレーニング法の開発につながる可能性があります。研究グループは、さ

らに競技歴や競技能力による差の有無や、年齢、性別による視機能の差異などの影響についても

明らかにしたいと考えています。



News & Information 

No. 3

2021年2月9日

＜研究内容に関するお問合せ先＞順天堂大学大学院医学研究科眼科学 助教 工藤 大介 〔TEL：03-5802-1093〕

＜取材に関するお問合せ先＞順天堂大学 総務部文書・広報課 担当：副島由希子 〔TEL：03-5802-1006〕

図 従来行われていた8項目検査(上）と今回の研究で抽出された剣道選手に必要な3項目（下）の検査

従来は標準検査8項目（ SVA：静止視力、KVA：縦方向動体視力、DVA：横方向動体視力、CS：コントラスト感
度、OMS：眼球運動、DP：深視力、VRT：瞬間視、E/H：眼と手の協調性）を測定していた。今回の研究で、剣
道選手の視機能を評価する場合は、SVA、VRT、E/Hの3項目だけで十分なことが明らかになった。
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stepwise 法を⽤いた logistic 回帰分析により選択された 3 検査 

Test value β χ2 p-value 

SVA 2.16 5.44 0.02* 

VRT -0.19 6.73 0.01* 

E/H -0.08 6.47 0.01* 

SVA: 静⽌視⼒, VRT: 瞬間視, E/H: 眼と⼿の協調性 
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本研究はScientific Reports誌のオンライン版で(2021年1月11日付）先行公開されました。
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用語解説

*1.スポーツ時の標準視機能評価法： アメリカで行われてきた検査を参考に、日本では長らく8項目
の検査をスポーツ時の視覚を評価する標準検査としてきた。8項目には、SVA：静止視力、KVA：縦方
向動体視力、DVA：横方向動体視力、CS：コントラスト感度、OMS：眼球運動、DP：深視力、VRT：瞬
間視、E/H：眼と手の協調性がある。

【関連記事】 研究者インタビュー

スポーツビジョン研究でアスリートをサポート！

順天堂医院 眼科スポーツドクターの挑戦
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